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はじめに

2017年に Sustainable Week 実行委員会が立ち上がってから3年目となった2019年度。

この1年間、私たちは共感・発信・繋がりという3つのキーワードを意識しながら、団体のミッションである次世代SDGs

リーダーの育成に向けて「まずはやってみる」精神でプロジェクトを打ち出し続けました。これまでに繋がってきた方とも

連携しながらプロジェクトやイベントを実行、発信し、またそこで生まれた新たな繋がりからプロジェクトやイベントが生

まれることも多々ありました。特にSDGs交流会やエキスポーツ2019、インパクトゼミは、他大学の学生、地域、社会と

2030年をどのような世界にするのかは私たち一人ひとりの手にかかっています。

しかし、2030年に思い描く世界を実現するための手段に正解は存在しません。

答えのない問いに対して、私たちはとにかく行動し続けるしかありません。

自分にできることはあるのか。戦争をなくすなんて自分にはどうすることもできないのでは…。

そんなふうに考えてしまう人もまだいるのではないでしょうか。

「戦争のない世界」「貧困のない世界」「格差のない平等な世界」

いろいろ答えは出てきそうです。

では、次の質問です。

2030年、あなたはどんな世界にしたいですか？

あるいは何をしますか？

広く密に繋がりを持ち、連携しながらプロジェクトを実施しました。こ

れにより、Sustainable Week 実行委員会としてより多くのプロジェクト

やイベントを実行できるサイクルを創出できたと考えています。また同

時に一人ひとりの挑戦したいこと、やりたいことが実現できる環境が

整ってきたとも感じています。

本報告書では2019年度にSustainable Week 実行委員会が主催したプロ

ジェクトの一部を厳選して紹介しています。本報告書が少しでも2030

年に向けての皆様のアクションを考えるきっかけとなることを願ってい

ます。

2はじめに

2019年度 実行委員長 

亀石　弥都

その世界を実現するためにあなたは何をしていますか？

何を信じて、何を選択するのか。



次世代リーダーが育成される「増殖型エコシステム」

ustainable Week 実行委員会S

当団体に関わった学生・若者が、ここで身に着けた

マインドやスキル・システムを最大限活用して新た

なフィールドで活躍する「増殖型 SDGs エコシステ

ム」を実現することを目指しています。

そのために自己表現、学生同士・社会との連携など

SDGs 達成に向けた取り組みを通して、次世代リー

ダー育成の場として、皆が常に挑戦しやすい組織づ

くりを心掛けています。

国連が掲げた地球規模での SDGs（持続可能な開発

目標 )の解決を、様々な分野で活動する学生たちが

活動内容や専門性を活かしながら、大学・地域を巻

き込んだプロジェクトを行っています。立命館大学

びわこ・くさつキャンパスを中心に、学生自身が時

代・社会・人が刻々と変化する未来の持続可能性に

ついて考え、マイプロジェクトとして表現する機会

を自分たちで創出しています。

Sustainable Week 実行委員会とは

私たちの目指す 2030

大学を核として、周辺地域を巻き込む

増殖型 SDGs エコシステムを創造する

学生同士が連携し、社会と繋がりながら主体的に

課題解決に取り組む次世代の SDGs リーダーになる

学生が持続可能性について深く考え、自己表現できる
サステイナブルキャンパスを実現し、そこから社会
課題解決に向けた提言を行う

VISION

MISSION

VALUE

3 Sustainable Week 実行委員会

ＳＤＧｓリーダーの創出

SDGsに関わり
プロジェクトをもつ学生の増加

プロジェクトをもつ学生がさらに別団体に展開



SW実行委員会
 発足

2017 年 4月

SW2017

SW2018

SW2019

エキスポーツ
2019

2017 年 10 月

2018 年 10 月

2019 年 12 月

SDGs ACTION! AWARDS

グランプリ受賞

2018 年 3月

2019 年 5月

学生が SDGs に関わる
モデルになろう

やりたいことを
SDGs で表現しよう

誰一人取り残さない
SDGs カレーの誕生

学外とのつながりを
強固に、拡大していく

スポーツを軸に
SDGs を多様に感じる

3年間で得たネットワークを
活かした発信

開催初年度の Sustainable Week 2017 は「はじめよう、僕らの未来デ

ザイン」のテーマのもと、1週間で全ての SDGs のゴールの達成を目

指し立命館大学の 27のサークルや学生団体が集まりプロジェクトを

行いました。開催期間中には累計で約2,300人が参加しSDGsの認知・

啓発を行いました。2年目は第 1回大学 SDGs ACTION! AWARDS で

グランプリを受賞した「誰一人取り残さない SDGs カレー」の商品開

発を進めながら、Sustainable Week 2018 までに「知る・考える・発

信する」と段階を踏んだイベントを行いました。

3 年間の経緯と 2019 年度の特徴

4Sustainable Week 実行委員会

3年目となった今年度は「共感・発信・繋がり」

の 3つをキーワードに様々なステークホル

ダーと連携しながら、年間を通じて SDGs

のゴールを達成していくことを目指してい

きました。最終的にはプロジェクトの主催、

出展、活動事例紹介を合わせて約 50のプロ

ジェクトやイベントに携わり、その成果を

発信する場として Sustainable Week 2019

を開催しました。

パリ協定締結

2015 年 12 月

SDGs 採択

2015 年 9月



１５名

メンバー数
学部・回生を問わず

3キャンパスから集まっています。

男女比
女性メンバーが少し多めです。

５４％ ４６％

50コ

年間プロジェクト数
所属メンバーみんながプロジェクト
を引っ張る SDGs リーダーです。

５０団体

ステークホルダー数
学生のみならず、行政・企業
NPO団体と連携しています。

４年目

設立年数
気付けば 3年の間、さまざまな

活動をしてきました。

２００万円

年間活動費
助成金・協賛金を頂きながら

活動しています。

Sustainable Week の特徴を表す団体情報を数字にしてまとめたデータです。

※2020 年 3月時点・当団体調べ

字で見るSustainable Week数

5 Sustainable Week 実行委員会



2019 年度

プロジェクト紹介



らのこ成果報告会
SDGs 地域共創型プログラムむ

2018年 12月から2019年 2月にかけての3ヶ月間、

滋賀県甲賀市をフィールドに学生と地域の方が共に課

題解決に取り組むアイデアを生み出すプログラムを実

施しました。プログラムでは、イノベーションワーク

ショップやフィールドワークを行い、積極的な発信と

2019. 2. 3 キャンパスプラザ京都 地域・社会連携

フィードバックを繰り返しました。学生の「やって

みたい」という内発的動機から提案できるまでのプ

ロジェクトに深化させることができました。この活

動で得られたチームプロジェクトのノウハウは2019

年度の活動の発展につながりました。

DGs リーダープログラム
公益財団法人松下政経塾と連携して行った本イベン

トは、ゲストにその第1期生である株式会社伊勢福 

社長の橋川 史宏氏をお招きし、リーダーとは何か、

現在の取り組みについてお話していただきました。

また、橋川氏と社会連携担当部長の白岩 正三氏や現

S - 個人が主体的に生きる社会を作るには -

役塾生の薄井 大地氏、Sustainable Week 創設者の上

田 隼也氏によるパネルディスカッションを行い、リー

ダーが持つべきマインドや意識していることなどに

ついての意見交換を行いました。その中で情熱をもっ

て主体的に動く大切さを会場全体に共有できました。

詳細はこちら▲

詳細はこちら▲

7 プロジェクト紹介



住友金属鉱山㈱プレゼンツ新入生歓迎企画

DGs 交流会SS
SDGsに意欲的に取り組む住友金属鉱山株式会社に

協賛いただいた本イベントは、SDGsに関する取り

組みの発信、SDGsに関心をもつ学生・教職員・企

業の交流の場として開催しました。学生団体の代表

らによるSDGsキャラバン、住友金属鉱山CSR部の

2019. 4. 25 ＢＫＣ 企業連携

中原 悠貴氏と人事部の若原 大氏 (当時 )から企業の

CSRとSDGsの取り組み発表をしていただきました。

また、参加者の中から希望者によるピッチを行い、

参加者全員が自由に意見交換できるネットワーキン

グも実施しました。

住友金属鉱山株式会社とは、2019年 2月に参加した第2回 大学 SDGs ACTION! AWARDSでお話ししたこと

をきっかけに本イベントの実現に至りました。これまで当団体は、学内外でたくさんの学生団体・組織とのネッ

トワークを築いてきました。そこで当団体がハブとなり、また新たにSDGsに興味をもつ新入生や学生にもオー

プンな交流の場を設けることで、新しいコミュニティの形成に繋がったことを嬉しく思います。

西野 日菜 (理工学部 3回生 )

詳細はこちら▲
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VOICE　- 担当者の声 -

プロジェクト紹介



キスポーツ 2019エ - くさつ・しが SDGs 交流大会 -
COI アクティブ・フォー・オール拠点 (立命館大学・

順天堂大学 )と共催で行った本イベントは「スポーツ」

を軸に「食」、「健康」、「研究」などを通して、世界共

通の目標であるSDGsへの理解を深めることを目的と

して開催しました。参加者が大学生と交流しながら体

2019. 5. 26 BKC スポーツ健康コモンズ 社会連携

験できるバトミントンやパラスポーツ、ロボットを

利用した実証実験、セミナーなど多くの企画を実施

し、小さい子供から年配の方まで約400人の参加

者が楽しみながらスポーツを通じてSDGsの理解を

深めることができました。 詳細はこちら▲

9

「エキスポーツ」というネーミングには、多様な人々が集ま

るエキ、スポーツのエキスポ (万博 )、大学らしいSDGsを

Export(外に伝える)という3つの意味が込められています。

人や知識・可能性が集うキャンパスで、立命館らしい形の

SDGsを表現したものがエキスポーツ2019です。

プロジェクト紹介



本イベントは、研究部とはじめて共催で行ったものです。職員の方々との度重なる打ち合わせを行い、学生な

らではの視点を意識して研究の新たな発信方法を模索した結果、スポーツをきっかけにSDGsや研究を知る・

体験するイベントを実施するに至りました。本イベントを通して企業・行政だけでなくNPOや様々な学生団

体など多様なステークホルダーと連携することができ、これまでにない多くの参加者に来ていただきました。

記録と記憶に残るようなイベントが開催できたことを誇りに思います。

岸本 俊輝（理工学部 3回生）

VOICE　- 担当者の声 -

2019. 5. 26 ＢＫＣスポーツ健康コモンズ 社会連携

スポーツは私たちにとって大変身近なものであり、人を

集め、巻き込む力があります。オリンピックやサッカー

のワールドカップはまさにその典型例です。また、スポー

ツから社会課題も見えてきます。環境問題や障がい者へ

の偏見・差別など挙げると枚挙に暇がありません。そう

した中で、スポーツをする、見る、支えることで同じ空

間で同じ空気や感情を共有して得た「共感」は課題解決

やSDGs達成に対する志を広げ、共にSDGsに取り組む

仲間を増やすことが期待できます。

10プロジェクト紹介



経ソーシャルビジネスコンテスト 
学生版Meet Up 関西日

第3回日経ソーシャルビジネスコンテストに先駆け、

関西の学生を対象にMeet UPを開催しました。本イベ

ントは社会課題解決をビジネスに積極的に取り込むこ

とが求められている世界的な流れを受けて、日本経済

新聞社と共同で実施しました。第1部では「SDGsとは

2019. 6. 8 O I C 企業連携

何か？」を学んだ後、様々な視点から社会課題解決

に取り組む企業、および社会起業家によるケースス

タディを実施しました。第2部ではイベント来場者

全員にご参加いただき、ワークショップを行いネッ

トワークを広げました。 詳細はこちら▲

11 プロジェクト紹介



SDGs 表現論プレイベント

球市民会議地
アイデアをSDGsの枠組みでプロジェクトに発展させる

ことを目的に計3回実施しました。第1回は SDGsのレ

クチャーや講演会を中心としたインプット、第2回がイ

ンプットとディスカッションや発表などのアウトプット

を半分ずつ、第3回ではアウトプットを重視しました。

2019. 6 - 7 京都・大阪・滋賀 企業連携

また、イベントは一般社団法人CEO協会との共催で

行い、実践者講演では、登壇者として代表理事の中村 

誠司 氏をお迎えしました。誰でも社長を経験できる

社長プロジェクトを立ち上げた経緯など、学生に向け

た熱いアドバイスをいただきました。

本イベントは、2019年度秋セメスターに開講した「SDGs表現論」の先駆けとして開催し、当団体メンバー

のプレゼンテーションやファシリテーターなど授業運営に必要なスキルを身に付けることができました。さ

らに、同様の内容をオンラインで行う「仮想地球市民会議」も行い、マイプロジェクトとして発展するため

に必要な要素などを授業に向けて探ることができました。

中西 優奈 (生命科学部 3回生 )

詳細はこちら▲
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VOICE　- 担当者の声 -

プロジェクト紹介



命館地球市民会議
立命館附属高校4校に大学生やゲストの方が出向き、SDGsに

関連した学習のサポートを行いました。4校それぞれの特色が

あり、例えば立命館守山高校では生徒が夏季課題として取り組

んだSDGsに関するフィールドワークの発表を講評しました。

単なる交流に終わることなく、私たちの活動で得てきた知見、

マインドやスキルを挑戦したい高校生たちに伝える機会とな

り、高大接続を強くするきっかけにもなりました。

立
2019. 9 立命館附属高校 高大連携

詳細はこちら▲
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立命館慶祥高校立命館慶祥高校

立命館高校立命館高校

立命館宇治高校立命館宇治高校

立命館守山高校立命館守山高校

NO.1 立命館宇治高校立命館宇治高校
2019. 9. 102019. 9. 10

立命館宇治高校卒業の生命科学部 木村 修平

准教授をお招きし、SDGs時代に必要とな

る情報リテラシー教育として、持続可能性・

社会貢献などの正義感をかき乱すフェイク

ニュースを知るワークショップを実施しま

した。高校生はパソコンを用いて、社会で

は当然と思われていることが実は嘘であっ

たり、自分たちがいかに情報搾取されて

いるかを実感してもらうことができまし

た。また、自分がやりたいことを行い、

一次情報となる必要性やプロジェクトを

巻き起こす必要性を伝えました。

プロジェクト紹介
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2019. 9 立命館附属高校 高大連携

NO.2 立命館守山高校立命館守山高校
2019. 9. 132019. 9. 13

文社探究Ⅰという授業の夏季課題でフィー

ルドワークに取り組んだ高校生がその成果

を発表を行い、大学生が講評するという形

式で実施しました。高校生たちはグループ

ごとにテーマを設定しており、中には大学

生にとっても学びがあるテーマも多くあり

ました。大学生からは、取り組みの目的を

より明確にすることや、取り組むまでに

必要な準備や結果の評価方法といったこ

れまでの経験を伝えたり、高校生からの

質問や相談を受けてアドバイスを送りま

した。

詳細はこちら▲

中高生約40名が参加し、校友であるバイ

オマスリサーチ㈱社長の菊池 貞雄氏の講

演に耳を傾けていました。その後実行委員

会のO Bによる、自分の興味や関心から

地方で活躍することについての講演を行い

ました。ワークショップでは大学生と中高

生がグループを作り、中高生らの興味関心

3 立命館慶祥高校立命館慶祥高校
2019. 9. 172019. 9. 17

のあることや今後やりたいこと、また今

悩んでいることなどを自由に話しまし

た。大学生から新たな考え方のアドバイ

スを送るなど充実したディスカッション

となりました。

詳細はこちら▲

GL(国際 )コースの生徒らとともに、2019

年のRSGF(Rits Super Global Forum)のテー

マである「プラスチック問題」の現場リサー

チとして京都府亀岡市を訪れました。市内の

スーパーマーケットや保津川を視察した後、

亀岡市長の桂川 孝裕氏や市の環境政策の担当

者から亀岡市の取り組みについてお話を聴き

4 立命館高校立命館高校
2019. 9. 242019. 9. 24

ました。最後に1日の振り返りとして

当団体がワークショップを行い、プラ

スチック問題をはじめSDGs達成に向

けて自分にできることが何かを考えま

した。

詳細はこちら▲

プロジェクト紹介

NO.

NO.
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ンパクトゼミイ
周りの仲間を惹きつけるコミュニケーション能力、圧倒的な表現

力、そして共感を生む発信力。これからの若い人材が生きていく

上で必要となる様々な力を学ぶことを目的としたゼミを開催しま

した。2019年度は「持続可能なまちづくり」、「イノベーション

2019. 9 - 12 滋賀・京都・東京・大阪

第1回はゲストに大津市長 (当時 )の越 

直美氏をお招きし「MaaSと交通戦略」に

ついてご講演いただきました。学生登壇者

として当団体メンバーの中西 優奈、岸本 

俊輝が「SDGsとマイプロジェクト」、「ロ

ボットキャンパス」についてお話ししまし

た。講演後は、「持続可能なまちづくり」

NO.1 ＠まち家オフィス結＠まち家オフィス結
2019. 9. 252019. 9. 25

GUEST  
越 直美 氏

GUEST  
越 直美 氏

について2グループに分かれてディスカッ

ションを行いました。本イベントを通じて、

モビリティに関する新たなプロジェクトが

立ち上がりました。

マインド」、「若者と女性が活躍するには」、「サステイナビリティ」

の4つのテーマで行いました。また、各分野で活躍されている社

会人をゲストに迎え、学生の活動紹介やテーマに基づいたディス

カッションなどを行いました。

詳細はこちら▲

ハーバード大学ロースクール
を修了。
2012年 1月から2020年 1月
まで大津市長を務めた。

プロジェクト紹介
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2019. 9 - 12

第2回はゲストに学校法人立命館常務理事

の建山 和由氏をお招きし「イノベーション

マインド」についてご講演いただきました。

学生登壇者として立命館大学 映像学部3回

生の小川 玲香さん、立命館守山高等学校 ユ

ネスコ学生委員会の生徒4名に「エンター

テインメントを通して創りたい未来」、「絵

本を通してジェンダー平等を改善する」

についてお話しいただきました。参加者

に向けて、「挑戦し続ける」ことの大切

さについて共有しました。

第3回は東京・日本橋にあるここ滋賀で行い

ました。ゲストに内閣府男女共同参画局長 池

永 肇恵氏をお招きし「若者と女性が活躍する

には」についてご講演いただきました。学生

登壇者として芝浦工業大学 SDGs学生委員会

-綾いと -の学生、群馬県立館林女子高等学

校の生徒に「災害とジェンダー」、「大学での

SDGsの取り組み」についてお話しい

ただきました。ディスカッションでは

学校も年齢も異なる様々な参加者が集

い、ジェンダー平等について他人事で

はないことを共有しました。

第4回はゲストに立命館大学理工学部建築

都市デザイン学科 近本 智行教授をお招きし

「サステイナビリティな社会の実現とは」に

ついてご講演いただきました。学生登壇者

として立命館大学 経営学部3回生の玉木 春

那さん、国際関係学部3回生の小杉 日奈子

さんに「サステイナブルであり続ける食と

は」、「海ごみをなくす」についてお話し

いただきました。共通の興味を持つ仲間

を巻き込むことが活動の幅を大きく広げ

るという実践例を参加者に発信しました。

＠立命館朱雀キャンパス＠立命館朱雀キャンパス
2019. 10. 212019. 10. 212 建山 和由 氏建山 和由 氏

3 ＠ここ滋賀＠ここ滋賀
2019. 11. 22019. 11. 2

池永 肇恵 氏池永 肇恵 氏

4 ＠立命館大学大阪・いばらきキャンパス＠立命館大学大阪・いばらきキャンパス
2019. 12. 122019. 12. 12 近本 智行 氏近本 智行 氏

GUESTGUEST

GUESTGUEST

GUESTGUEST

詳細はこちら▲

詳細はこちら▲

詳細はこちら▲

学校法人立命館 常務理事
（企画担当）
一般社団法人SDGs Impact 
Laboratory 理事

2016年 1月から2018年 7月
まで滋賀県副知事を務めた。
その後、内閣府男女共同参画
局長に就任。

理工学部建築都市デザイン学科 
教授。立命館サステイナビリティ
学研究センター長を務める。

プロジェクト紹介

NO.

NO.

NO.

滋賀・京都・東京・大阪
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2019年度のプロジェクトの集大成として開催し、こ

れまでに繋がった関西内外の学生団体や組織に協力し

ていただきました。1週間を通して数多くの展示企画

を行い、土日を中心にパネルディスカッションや団体

2019. 12. 14 - 20

詳細はこちら▲
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企画等の催しを実施しました。物販でのPayPay 導

入、パネルディスカッションでのロボットを使用し

ての出演など、先進的な演出も行い、学生の自由な

挑戦を体現する場にもなりました。

ＢＫＣ

2019年度の集大成であり、次年度に向けてさらに仲間を増やしていくきっかけの場になればとの想いを込

めて、開催テーマを「Be an Impact Producer.」としました。自らがインパクトを与えることを生み出し、

参加者から何かアクションを起こす人が現れてほしいという願いを込めました。Sustainable Week でしか

できないことをメンバーの協力により成し遂げることができました。何よりも印象的だったのはこれまで取

材する立場にいた学生がSustainable Week を通して取材を受ける立場になったことです。Sustainable 

Week の 1つの役目を果たせたことが大変嬉しく思います。

亀石 弥都 (スポーツ健康科学部 3回生 )

VOICE　- 担当者の声 -

SDGsに取り組む仲間を増やすために、心を突き動かす

インパクトを与えて行動変容に繋げる。

そのようなインパクトを作り出すことのできる人になって

いこうという思いを込めています。

Be an Impact Producer.

プロジェクト紹介



2019. 12. 14 - 20 ＢＫＣ

学校法人立命館総長 仲谷 善雄氏をはじめ、校友であり当団体の

OGである渡邊 里々子氏、9月にみやこKAMADOKI プログラム *

を受講した学生3名をパネリストに迎えて、「大学を超えて横断的

にできるSDGs達成に向けた取り組み」をテーマに議論しました。

今回パネリストとして迎えた学生3名はそれぞれ京都大学、龍谷

大学、立命館大学と異なりましたが、同プログラムの受講により

繋がって、学生自ら大学の枠組みを超えてSDGsへ取り組んでい

ます。

モデレーターを務めた副実行委員長の中西 優奈は、「まずは学生が

『楽しい』と思って取り組むことが大事。それから多様性を生み出

して課題を3次元的に捉え抜本的なアイデアを生む。大学生は持

続可能な取り組みとしていくために大学と地域社会のハブとなっ

ていく役割が求められている」とまとめていました。

2019年度後期、衣笠キャンパスで教養ゼミナール「SDGs表現

論ー次世代リーダーの育成ー」を開講しました。このクラスの

目標は、受講後も継続し、発展していくようなマイプロジェク

トを立ち上げることです。2020年度は 3キャンパスで開講され

ます。

SDGsを達成するためのネットワーク形成を目的

とした、1か月間のSDGs超実践型プログラムです。

多様な受講生で構成されたチームメンバーと協働

して、社会課題を解決するために必要なマインド

とスキルを実践的に身に付けることを目指します。

SDGs表現論 **を担当する生命科学部の山中 司教授、校友であ

る同志社中学校の濱野 優貴教諭、高校生2名と小学生1名をパ

ネリストに迎えて、「社会にインパクトを与えるには」をテーマ

に議論を交わしました。出張先からオンラインで出演した山中教

授は会場ではロボットで出演するという先進的なパネルディス

カッションでした。

高校生や小学生のマイプロジェクトや将来の夢やこれからの想い

を話してもらい、濱野教諭は中学校でのSDGsの取り組みと挑戦

していく難しさやこれから実現したい教育環境についてお話して

いただきました。山中教授は「受信を一度止めて発信することが

大事」と話し、自分の思いや活動をどんな形でもいいので人々に

伝えていく重要性を説きました。

18

シンポジウム「大学を超えてSDGsに取り組む」

シンポジウム「SDGs表現論特別企画」

* みやこKAMADOKI プログラム

** SDGs表現論

詳細はこちら▼

プロジェクト紹介



社会システム研究所シンポジウム

学生団体企画

展示企画

2019. 12. 14 - 20 ＢＫＣ

19

「地域の自律の意味を考える」と題したシンポジウムをエポック

ホールで開催しました。立命館大学の研究者、甲賀市職員、学

生の3者の視点で地方創生に関連した研究や活動報告、パネル

ディスカッション形式での意見交換を行いました。パネルディ

スカッションでは「SDGsは本当に地方創生の起爆剤になるか」

をテーマに議論が進み、モデレーターを務めた生命科学部4回

生の戸簾 隼人さんは「若者が地域創生に携わる際に考えること

として、①連携と実行のスピードアップ、②活動を達成すること

に重点を置く、③課題遂行プログラムの設定の3つが挙げられる」

とまとめていました。

当団体が1年間で繋がった多様な学生団体が、自身の活動を自

由な形で発信する場を設けました。

Entervibe は ARを用いた江戸のサステナビリティの表現、京都

にあるminibar とのコラボで水槽の水の色を変化させる演出を

行うなど、エンターテインメントによってSDGsに親しむこと

を促しました。国際協力団体 IROHAはカンボジアでの活動を

通して学んだ現状をパネル展示で伝えました。ASOBASEはロ

ヒンギャ問題を現地取材した写真を展示し、目で見た現地の様

子を伝えました。

また物販ではPayPay を試験導入し、地域で活動してきた

TaBiwa+Rと BONDがそれぞれ甲賀市、沖島の協力のもと、名

産品を使ったお菓子や料理を振る舞いました。

その他、SDGsをより分かりやすく楽しく学ぶカードゲームや、

留学生たちに農業をもっと知ってもらうための農業スタディツ

アー、食品ロスに関する意識調査などが行われました。

Sustainable Week 実施期間中、セントラルアークの表現のジャ

ングルにおいて以下の展示を行いました。

・住友金属鉱山㈱のポスター

・㈱滋賀銀行のポスター、パンフレット

・みやこKAMADOKI プログラム　スタジオプログラム成果物

・同志社中学校社会科、美術科のSDGsに関する成果物

・九州大学沖縄県人会の取り組みポスター

・滋賀大学サステナウィーク企画ポスター

・TaBiwa+Rの活動紹介ポスター

・立命館大学COMARSの活動紹介ポスター

プロジェクト紹介



Sustainable Week 2019 年度成果報告会
�������

当団体とTaBiwa+R、立命館大学COMARSの 3団

体による2019年度成果報告会「xChannel」を開催

しました。なお、本イベントは2019年度滋賀県内

大学SDGs補助金受給団体としての成果報告も兼ね

て行いました。各団体からの活動報告の後は、今回

2020. 2 . 27 ＢＫＣ

の成果報告会に参加してくださった芝浦工業大学

SDGs学生委員会 - 綾いと -、岡山大学SDGsアンバ

サダーの学生とのトークセッションを行い、互いの

活動から新たな気付きや得ました。オーディエンス

との質疑応答でも活発な意見交換が行われました。 詳細はこちら▲

20プロジェクト紹介
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私立大学環境保全協議会 第 33 回夏期研修

研究会　グループ討議「教育と連携」にて

当団体から 2名が事例発表を実施。

私立大学環境保全協議会 第 33 回夏期研修

研究会　グループ討議「教育と連携」にて

当団体から 2名が事例発表を実施。

2019. 8. 82019. 8. 8

第一回 Asian Sustainable Campus Network

（ASCN）にてポスター展示と口頭発表を実施。

EXCELLENT STUDENT ACTIVITY AWARDを受賞。

第一回 Asian Sustainable Campus Network

（ASCN）にてポスター展示と口頭発表を実施。

EXCELLENT STUDENT ACTIVITY AWARDを受賞。

2019. 6. 132019. 6. 13

立命館でアジアとつながる国際交流フェスタ

「Asia Week 2019」にて、食のありがたみを

テーマに「Beyond Meet in Asia Week」実施。

立命館でアジアとつながる国際交流フェスタ

「Asia Week 2019」にて、食のありがたみを

テーマに「Beyond Meet in Asia Week」実施。

2019. 10. 132019. 10. 13

第 51 回草津宿場まつりに参加。

草津川跡地公園 de愛広場にてボッチャ体験の

ブースを出展。

第 51 回草津宿場まつりに参加。

草津川跡地公園 de愛広場にてボッチャ体験の

ブースを出展。

2019. 4. 282019. 4. 28

詳細はこちら▲ 詳細はこちら▲

詳細はこちら▲ 詳細はこちら▲

プロジェクト紹介



学交流大
近年、全国の多くの大学でSDGsをテーマとした学生団体・活動が

活発になってきています。そのような学生とのネットワークをより

強くすることで共に活動する仲間を全国に増やすことができます。

本年度は滋賀県や関西の大学はもちろんのこと、全国各地の学生

団体と協力し、活動紹介を兼ねたキャンパスツアーや他大学のイ

ベントでの活動報告などを行ってきました。

岩手大学環境マネジメント学生委員会の学生に

向けたキャンパスツアー・交流会を実施。

岩手大学環境マネジメント学生委員会の学生に

向けたキャンパスツアー・交流会を実施。

2019. 9. 6 - 9. 72019. 9. 6 - 9. 7

第 1 回次世代 SDGs フォーラム～ SDGs for You ～

@芝浦工業大学にて当団体から亀石が

パネラーとして参加。

第 1回次世代 SDGs フォーラム～ SDGs for You ～

@芝浦工業大学にて当団体から亀石が

パネラーとして参加。

2019. 12. 212019. 12. 21

滋賀大学サステナウィーク 2019 にて

「SDGs 表現論」をテーマとした講演会を実施。

滋賀大学サステナウィーク 2019 にて

「SDGs 表現論」をテーマとした講演会を実施。

2019. 11. 262019. 11. 26

岡山大学 SDGs 学生アンバサダー、

芝浦工業大学 SDGs 学生委員会 - 綾いと - の皆さん

に向けたキャンパスツアー・交流会を実施。

岡山大学 SDGs 学生アンバサダー、

芝浦工業大学 SDGs 学生委員会 - 綾いと - の皆さん

に向けたキャンパスツアー・交流会を実施。

2020. 2. 27 - 2. 282020. 2. 27 - 2. 28
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2019. 2. 17

当団体、アイセック滋賀大学委員会、滋賀県立

大学、近江兄弟社高校がキャラバンを行った

滋賀 SDGs 交流会をラ コリーナ近江八幡で実施。

2019. 8. 25

滋賀県立大学にて実施された「SDGs と滋賀の

グローカル・イノベーション -近江のくらしと

なりわい -」でワークショップを実施。

詳細はこちら▲

詳細はこちら▲

詳細はこちら▲ 詳細はこちら▲

詳細はこちら▲

詳細はこちら▲

プロジェクト紹介



評
　立命館大学Sustainable Week 実行委員会（以降、SW）はそ

の名の通り、キャンパスを舞台とした1週間の企画から始まり

ました。それぞれ異なるバックグランドの学生がSDGsの枠組

みに感化を受け、お互いが結びつき、自分たちにとって身近な

キャンパスから何か表現したい、発信したいという想いをカタ

チにして、世に問いかけました。その活動は3年が経過して、

学生団体としてその想いを汲む後輩たちが加わり、さらに新し

い発想や行動力が持ち込まれたように思います。

　今年度を振り返ると、全国からたくさんの期待や依頼が寄せ

られ、1年を通じてそのひとつひとつに想いをもって取り組ん

でこられたことと思います。SWとしてのこれまでの活動の積

み重ねが確実に社会に伝わっていることを実感したのではない

でしょうか。

　これまでも行ってきたSDGsをもっと身近に、わかりやすく

という啓発活動は、さらに体系化され、全国に出向いて行った

ワークショップやスタディーツアーのコーディネート等で発揮

されました。とくに中学生・高校生など若者世代へのリーチが

講

辞謝

できたことは成果かと思います。さらに今年度は啓発活動にと

どまらず、甲賀でつながる30日間や先進技術の社会実装実験

の参画などのように、それぞれがもつ興味・関心や学部での研

究をもとに実際のフィールドに出向いた活動ができました。地

域や現場へ入り込み、その場で見聞きしたか生の情報から課題

意識をさらに深める、学生なりに社会実装まで意識した提案を

報告するという試みは今年の新たな展開であったといえます。

これらの活動を通じて、さらに連携がひろがったと思います。

学生活動としての限度はあるかと思いますが、SWとしての後

輩を育成しながら、ぜひ今後もこのつながりを継続してほしい

と思います。

立命館大学BKC地域連携室
課長

井上　拓也 氏

　2019年度のSustainable Week 実行委員会の活動は、世間の

SDGsへの認知が広まるとともに、もの凄い勢いでプロジェクト

が増えていった印象です。この数が社会の関心を表すのであれ

ば、やっとSDGsを意識する時代に突入してきたと言えるでしょ

う。これらの活動の質と量を実行委員会で実現することができ

たのは、企業、NPO、自治体、大学等に所属される多くの皆様

の協力あってだと感じています。本当に関係者の皆様に大変感

謝致します。

　実行委員会は当初より、SDGsをテーマに自分たちが興味・関

心のあること軸に活動を展開してきました。本報告書でも触れ

られていました、立命館大学教養ゼミナール「SDGs表現論 -次

世代のリーダーの育成 -」において、立命館大学に所属するほと

んどの学生が正課授業としてSDGsを学ぶことができるように

なりました。ここで重要なのは、自分のプロジェクトの実現で

すが、SDGsほどの壮大な目標を達成するには1名ではどうし

ても難しいところがあります。そこでさらに重要となってくる

ことが「共感」です。

　本報告書を手に取られた皆様にも私たちのプロジェクトに

「共感」をしてもらいながら、社会にインパクトを与えるよう

なチームになっていきたいと思います。引き続きSustainable 

Week 実行委員会へのご支援をよろしくお願い致します。

23 講評・謝辞

立命館SDGs推進本部

イノベーション・オーガナイザー

Sustainable Week 実行委員会 顧問

上田　隼也 氏



わりにお
2020年度は、メンバーそれぞれのプロジェクトを1つずつ実現していくことを目指していきます。その過程においてプロジェクト

に共感した多様な学生も参画していくことで活動へ関わるステークホルダーの数を増やして団体を中心にエコシステムを構築してい

くことを目指します。同時に、メンバー個人がプロジェクトのリーダーとして自立し、社会のSDGsリーダーの一員としても活躍で

きるチャンスを創出していきます。

当団体は引き続き、1人でも多くの方に今からの行動変容を促すインパクトを生み出していきたいと思います。また、これまでにで

きた繋がりを大切にしながら活動し、そして発信を続けてまいります。今後とも、変わらぬご愛顧賜りますようよろしくお願い申し

上げます。

立命館大学 Sustainable Week 実行委員会 一同

24おわりに

2020年度プロジェクト紹介

Boot Camp
デザイン思考・フィールドワーク・チーム

ビルディングの3つのノウハウを群馬県で

高校生と学ぶ3日間。

新たなプロジェクト
2020年度のプロジェクトは多様性ある

メンバーのアイデアから次々と生まれます。

Sustainable Week 2020
SDGs体験型イベントとしてキャンパスをひ

とつの地球に見立て、学生が主体的にSDGs

に取り組み、発信します。

Pla Free
プラスチックの削減に向けて大学内から環境問

題への意識を変えていきます。



ディア掲載・実績メ

25 メディア掲載・実績

2019. 3. 12 2018年度 立命館大学 団体表彰 受賞

2019. 5. 15 広報くさつ イベント情報に掲載

2019. 5. 22 エフエム滋賀「Style!」に出演

2019. 5. 24 えふえむ草津「イブニングロケッツ785」に出演

2019. 5. 25 毎日新聞滋賀県版朝刊 地域面「スポーツを通してSDGsを知って」掲載

  京都新聞滋賀県版朝刊 地域面「SDGsへの理解を深めて」掲載

2019. 5. 27　 京都新聞滋賀県版朝刊 地域面「SDGs スポーツ体験で」掲載

2019. 5. 29 読売新聞滋賀県版朝刊 地域面「SDGs スポーツで体感」掲載

2019. 6. 13 第 1回 Asian Sustainable Campus Network(ASCN)にて Excellent Student Activity Award を受賞

2019. 7. 4  朝日新聞DIALOG 「学生・教職員・企業が参加した『SDGs交流会』立命館大学びわこ・くさつキャンパスで開催」掲載

2019. 7. 12 東洋経済新報社「東洋経済ACADEMIC SDGsに取り組む大学特集」に掲載

2019. 8. 19 KBS京都ラジオ「さらピン！」に出演

2019. 9　  立命館大学父母教育後援会だより 2019年度夏号 特集 立命館大学のSDGsに掲載

2019. 10. 28　 KBS京都ラジオ「さらピン！」に出演

2019. 11  立命館学園環境報告書 vol.09 に掲載

2020. 3. 1  月刊 ビジネスアイ エネコ 地球環境とエネルギー 2020年 3月号に掲載

2020. 3. 9  2019年度 立命館大学 学生部長表彰 受賞

2019年度に当団体が取り上げられたメディア掲載などを紹介します。

掲載していただいた内容などの詳細は、各メディアのホームページもしくは当団体webからご覧いただけます。
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GAS

団体の活動や日常、メンバーの声を発信しています


